
         

 
 

 縄文時代（約 1 万年前～2000 年前）の定 住
ていじゅう

生活のなか、さまざまな場面
ば め ん

でマツリが行われまし

た。マツリの場などで利用するため、特殊
とくしゅ

な道具や装身具
そうしんぐ

などが多
おお

く作られました。これらは彩色
さいしき

さ

れたり、 美
うつく

しい色の石が使
つか

われたりと、「色」を意識
い し き

して作られたようです。 

 今回の展示
てんじ

では、富山市内の縄文遺跡
いせき

からの出土品（ヒスイ玉
たま

、赤色顔料（ベンガラ・赤漆）が

彩色された土器・土製品など）や写真パネルを通して、縄文人の生活と色のかかわりを探ります。 

 

緑色（ヒスイ）と縄文人 

 縄文時代、ヒスイは 陸上
りくじょう

ルートや 海上
かいじょう

ルートによっ

て、山陰地方
さんいんちほう

を除
のぞ

くほぼ日本列島全域
にほんれっとうぜんいき

にもたらされまし

た。ヒスイの原産地
げ ん さ ん ち

は日本列島で現在
げんざい

11 ヶ所が知られて

いますが、実際に縄文時代の玉製品
たませいひん

として使われた石材
せきざい

のほとんどは、新潟県
にいがたけん

と富山県
とやまけん

の県境
けんざかい

付近（小滝
こたき

川・青海
お う み

川流域）で産出
さんしゅつ

されたものでした。このようなヒスイ製

品の分布から、緑色に魅
み

せられた縄文人の心を読
よ

み解く

ことができます。 

 ヒスイは透明度
とうめいど

があり、鮮
あざ

やかな緑色をしていること

から、主に首飾
くびかざ

りなどの装飾品として使われていました。

緑色は、草木
くさき

の新芽
しんめ

のような生命
せいめい

の躍動
やくどう

や、死からの

再生
さいせい

･復活
ふっかつ

を意味していると考えられます。緑色に輝く
かがや

ヒ

スイは、装飾品として使われただけではなく、魔除
ま よ

けな

ど呪術的
じゅじゅつてき

な意味などを示
しめ

すものとしても使われました。 

 

赤色（ベンガラ・赤
あか

漆
うるし

）と縄文人 

 ベンガラ ベンガラは、鉄分
てつぶん

が多い岩石
がんせき

や土を精
せい

製
せい

し、焼成
しょうせい

する

ことで生成
せいせい

できるため、縄文時代の赤色顔料として多く利用されて

いました。赤色は、血の色や太陽
たいよう

の色などを連想
れんそう

でき、生命
せいめい

を 象徴
しょうちょう

しています。 

赤彩土器は特殊
とくしゅ

な形が多い
おお

ことから日常品
にちじょうひん

ではなく、主にマツ

 
写真１ 生命の象徴としての赤色 

―赤漆塗りのクシー （小矢部市桜町遺跡）
『桜町遺跡 調査概報』 学生社 2001 年 
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リなどの場で使用されたと思われます。赤彩された土偶
ど ぐ う

も多

くあります。赤色は神聖な、さらには呪術的なものとして縄

文人の生活に欠かせない色でした。 

 赤漆 富山市浜黒崎野田・平榎遺跡から出土した土器には

赤漆
あかうるし

を塗ったものがあります。漆工
しっこう

技術
ぎじゅつ

は、縄文時代にはす

でに存在
そんざい

していました。漆は、竪
たて

櫛
ぐし

や鉢などの木製品や土器

に塗られており、日常生活のさまざまなものに使われていま

した。また、漆液
うるしえき

は

夏場の高温・多湿時に採取
さいしゅ

され、採取と同時に固
かた

まり始
はじ

ま

るため、長時間
ちょうじかん

の保存
ほぞん

や運搬
うんぱん

は困難
こんなん

です。そのため漆は、

原料ではなく製品として流通していたのかも知れません。 

漆製品の富山県域最古
さいこ

の出土例は、射水市
いみずし

南太閤山
みなみたいこうやま

Ⅰ

遺跡
いせき

の漆塗りヒョウタンです。また、小矢部市
おやべし

桜町遺跡
さくらまちいせき

で

は、赤漆と黒
くろ

漆
うるし

を塗り分けた鉢
はち

が出土しています。これら

は、ベンガラや木炭
もくたん

の粉
こな

・煤
すす

を漆に混ぜて作られました。  

さらに、朝日町
あさひまち

境
さかい

A遺跡
い せ き

からも赤漆を溜
た

めた深鉢
ふかばち

が出土

しています。 

 

北代の縄文人と緑色・赤色 

 緑色 ヒスイの原石
げんせき

や未成品
みせいひん

が見つかっており、北代遺跡の縄文人もやはりヒスイの緑色に魅せ

られ、玉作りを行っていたことがわかります。 

赤色 北代遺跡ではベンガラや朱といった赤色顔料が塗られた赤彩土器だけでなく、朱が付着
ふちゃく

した

磨石
すりいし

も出土しています。この磨石は、朱原料を磨り潰
つぶ

すのに使用されたと考えられます。磨り潰し

た朱を用いて土器などに彩色を施し
ほどこ

、マツリなどの場で使用したのでしょう。 

    
おわりに 

縄文時代、緑色や赤色は特別な色でした。ヒスイの透き通った緑色には魔除けのほか、生命の躍

動や再生・復活などの意味が込められ、マツリなどの場で使用する土器や土偶には、生命を象徴す

る赤色を彩色することにより、神聖な、さらには呪術的な意味が込められました。これらの色はそ

れぞれ意味を持ち、縄文人の精神文化
せいしんぶんか

に大きく関わっていたのです。 

 
 

 

写真２ 縄文人の色作り 

―ベンガラ付着の磨石、石皿、パレット― 

（新潟県新発田市館ノ内遺跡） 
『ものづくりの考古学』 東京美術 2001 年 

写真３ 赤漆塗り鉢（小矢部市桜町遺跡） 
『桜町遺跡 調査概報』 学生社 2001 年 

展 示 品 一 覧 （ 写 真 パ ネ ル を 除 く ） 

１．浜黒崎野田・平榎遺跡（縄文土器・土偶・耳栓）           ２．八町Ⅱ遺跡（垂飾） 

３．百塚遺跡（土偶）                              ４．北代遺跡（縄文土器・玉） 

５．北押川 B 遺跡（垂飾）                                   ６． 平岡遺跡（玉）  

７．二本榎遺跡（玉）                              ８．花切西遺跡（縄文土器） 

９．富山市大沢野直坂地内（ベンガラ原料）               １０．新潟県佐渡市（緑色凝灰岩原石） 

富山市北代縄文広場のホームページで縄文時代を勉強しよう！    

http://homepage2.nifty.com/kitadai/ 


